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１．ＷＩＳＥＮＥＴの概要
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社会資本整備審議会 道路分科会 国土幹線道路部会が「高規格道路ネットワークのあり方 中間とりまとめ」を公表したことを

受け、国土交通省道路局では、この「中間とりまとめ」で掲げられたＷＩＳＥＮＥＴ（ワイズネット）(※)の実現に向けて、今後取り組
む具体的な政策をとりまとめた「ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０・政策集」を作成。

その中で、生産性向上やカーボンニュートラルへの貢献のため、求められるサービスレベルに応じて、道路ネットワークのパ
フォーマンスを向上する取り組みを推進することとなっている。
※）2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム（通称：WISENET）World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork

※この他、ゼブラ帯設置、追加ランプ、直⾏⽅向の交差点⽴体化など
既存の対策⼿法にとらわれず検討

■WISENET2050の概要

出典）「WISENET2050・政策集 国⼟交通省道路局」より抜粋 出典）国⼟交通省道路局 令和6年度道路関係予算概要（R6.1）より抜粋



２．兵庫県内でのWISENETの取り組み箇所について
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一般国道２号神戸西バイパス 小束山６交差点周辺は大型商業施設が多く立地するエリアであり、大きな渋滞が発生。

第二神明道路北線（神戸西バイパス本線）の学園南ＩＣが取り付き、東行きでは、右折車と西行きの沿道にある商業施設に向
かうＵターン車が多く、右折車線からの溢流が発生することで後続車両を阻害して渋滞が発生している。

これまで神戸市・直轄ともに様々な対策を講じて、一部効果を上げているものの、抜本的な解決には至っていない。
現在も当該区間がボトルネックとなっており、引き続き対策が必要であるため、「国道２号 小束山６交差点」をＷＩＳＥＮＥＴの目
的に沿った局所改良を実施する箇所として選定した。
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３．神戸西バイパス（東行き）の交通状況
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神戸西バイパスでは小束山６交差点、多聞跨道橋交差点を先頭とする２０ｋｍ/ｈ未満の速度低下が生じている。
特に小束山６交差点は終日速度低下しており、多くの時間帯で１０ｋｍ/ｈを下回っている状況である。

小束山６交差点を先頭とする速度低下は、１３時台以降は学園南ＩＣも越えて西側にも速度低下区間が続いており、平日より
速度低下区間が長くなっている。

︓10km/h未満 ︓20km/h未満 ︓30km/h未満 ︓40km/h未満 ︓40km/h以上 主要渋滞箇所

東⾏き 休⽇

出典︓ETC2.0プローブデータ（R6.10）

（１）神戸西バイパス（東行き）の速度状況
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４．対策方針（案）
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右折車線からの溢流による後続車阻害を改善するため、右折車線の延伸による右折交通容量の確保を行うとともに、ＩＣ接続
位置を見直すことで、車線変更時の交錯を緩和する局所対策を実施予定。

現在、警察・ＮＥＸＣＯ西日本と協議中であり、引き続き道路管理者・交通管理者間で協議を進めていく。

■現況

■対策後

渋滞区間内に高速道路の出口が接続
車線変更時に交錯が生じて後続車を阻害

写真①

写真②

右折車線から溢流

強引な車線変更

令和7年2月8日（土）撮影

右折・Uターン車が多く右折車線からの
溢流が発生し後続車を阻害
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右折車線の延伸
右折車線からの溢流を解消

インター接続位置の見直し
車線変更車の交錯の緩和


